
 

小児施設の理学療法士 
回復期病棟の理学療法士 

 



 

参
加
し
医
師
・
看
護
師
・
他
の
リ

ハ
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、
情
報
の

共
有
・
意
見
交
換
を
密
に
し
、
期

間
・
目
標
を
定
め
た
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
計
画
書
を
つ
く
り
、
計

画
的
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
し
ま
す
。
理
学
療
法
で
は

生
活
に
密
着
し
た
動
作
の
練
習

を
中
心
に
行
い
ま
す
。
た
と
え

ば
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
る
、

立
ち
上
が
る
、
車
椅
子
や
歩
い
て

食
堂
や
ト
イ
レ
に
行
く
と
い
う

一
連
の
動
作
が
で
き
る
よ
う
に

訓
練
室
や
病
棟
で
の
練
習
を
行

い
、
で
き
る
だ
け
早
く
自
分
で
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
歩
行
は
自

宅
で
の
生
活
す
る
上
で
も
社
会

生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
も
重

要
な
動
作
な
の
で
、
訓
練
室
で
行

う
だ
け
で
な
く
、
病
棟
や
屋
外
で

も
繰
り
返
し
練
習
し
ま
す
。
退
院

が
近
づ
く
と
患
者
さ
ん
の
ご
家

族
に
介
助
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
生
活
し
や
す
い
よ
う
な
住
宅

改
修
の
助
言
を
し
ま
す
。
退
院
後

も
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
な
方
に
は
、
フ
ォ
ロ
ー
先
に
情

報
を
提
供
し
連
携
を
と
り
ま
す
。 

回
復
期
病
棟
と
は
二
〇
〇
四

年
の
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ

れ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

集
中
的
に
行
う
た
め
の
病
棟
で

す
。
こ
の
病
棟
の
特
徴
は
対
象
者

を
、
発
症
か
ら
二
ヶ
月
以
内
の
脳

卒
中
・
脊
髄
損
傷
・
大
腿
骨
頚
部

骨
折
や
外
科
手
術
・
肺
炎
の
た
め

身
体
機
能
の
低
下
し
た
患
者
さ

ん
に
特
定
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
回
復
期

病
棟
の
み
を
担
当
す
る
医
師
、
看

護
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

強
力
な
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
の

実
践
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
す
。

急
性
期
病
院
で
は
在
院
日
数
の

短
縮
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

病
気
や
ケ
ガ
の
後
遺
症
の
た
め

日
常
生
活
に
多
く
の
介
護
が
必

要
な
方
が
短
い
入
院
期
間
で
在

宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
、
家
族
の
介

護
負
担
が
大
き
く
退
院
後
の
自

宅
で
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と 

が
困
難
に
な
り
ま
す
。
急
性
期
病

院
を
退
院
し
て
在
宅
生
活
に
戻

る
間
の
定
め
ら
れ
た
期
間
内
で
、

日
常
生
活
の
自
立
度
を
向
上
さ

せ
、
在
宅
生
活
に
ス
ム
ー
ス
に
戻

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
特
化

し
た
病
棟
が
回
復
期
病
棟
で
す
。 

 

回
復
期
病
棟
で
働
く
理
学
療

法
士
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
や
病
棟
申
し
送
り
に 

（
写
真
提
供 

高
志
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
） 
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小
児
施
設
に
は
、
肢
体
不
自
由

児
施
設
や
知
的
障
害
児
施
設
、
両

者
が
統
合
さ
れ
た
施
設
が
あ
り
、

心
身
に
発
達
上
の
障
が
い
を
持

つ
子
供
の
た
め
に
、
医
療
と
保
育

が
連
携
し
て
総
合
的
に
療
育
に

当
た
る
こ
と
で
、
子
供
の
健
康
で

全
人
的
な
発
達
を
促
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

理
学
療
法
部
門
で
は
、
子
供
の

発
達
年
齢
や
障
が
い
に
応
じ
た

運
動
能
力
や
日
常
生
活
動
作
の

獲
得
を
目
的
と
し
て
、
主
に
体

幹
・
下
肢
を
中
心
に
個
別
治
療
・

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
で
の
応
用
や
実
践
が
で
き

る
よ
う
に
、
家
族
へ
の
支
援
や
ア 

ド
バ
イ
ス
を
行
う

と
と
も
に
、
体
幹

や
上
下
肢
の
補
装

具
、
車
い
す
等
の

検
討
・
調
整
や
業

者
の
紹
介
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

  

小
児
の
理
学
療
法
で
、
子
供
の

発
達
に
欠
か
せ
な
い
の
は
「
遊

び
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
供
が
ど
の
よ
う
に
し
て
遊
び
、

そ
の
遊
び
の
中
か
ら
ど
の
よ
う

に
発
達
を
促
し
て
い
け
る
か
、
そ

し
て
そ
の
遊
び
は
ど
の
よ
う
な

環
境
を
設
定
す
る
と
可
能
な
の

か
を
子
供
の
発
達
や
保
護
者
か

ら
の
情
報
を
手
懸
り
に
検
討
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
方

が
自
信
を
持
っ
て
自
分
の
子
供

を
育
て
て
い
け
る
よ
う
に
、
家
庭

で
の
生
活
を
中
心
に
考
え
な
が

ら
、
子
供
の
発
達
に
向
け
た
治

療
・
指
導
方
法
に
つ
い
て
家
族
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

（
写
真
提
供 

き
ず
な
学
園
） 
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キ ャ ス タ ー 
駆 動 輪 

 

肘 当 て 

ブ レ ー キ 

シ ー ト 

握 り 
介助者が移動させるときに握る部分 

ここに手をかけて車輪を回し、操作する 

テ ィ ッ ピ ン グ レ バ ー 
テコの原理で、このバーを踏むとキャスタ

ーが浮き上がり段差解消が容易になる フ ッ ト プレ ート 

背 も た れ 
使用者の背中がよりかかるところ 

側 当 て 
衣服等が外に落ちないようにガ

ードする 

レ ッ グ レ ス ト 
足が後ろに落ちないように支える 

他にも種類があります 

標準型 

介助者が押すことも、自分で動

かすこともできる 

介助型 

不必要なものは外し、介助用に

しぼりこんだつくり 

リクライニング型 

背もたれの部分を倒すことができ、 

座って いる こ と が難しい人や 、    

すぐに疲れてしまう人に適する 

“ 車 い す ” を 知 ろ う ！ 

車いすの名称 

ハ ン ド リ ム 

足をのせる 
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使い方のポイント 

シートを押しながらひろげる。手をはさまないように

気をつける 

ひろげかた 
シートの真ん中を持ち上げてたたむ 

たたみかた 

キャスター上げ 
ティッピングレバーに足をかけて体重を乗せると、  

キャスターがあがる。障害物や段差を越えるのに便利 

段差を上がる 
キャスターを段に上げてから、駆動輪をのせる 

段差を降りる 
後ろ向きで、駆動輪でおりる 

車椅子の乗り方、おり方 
ブレーキをかけ、フットプレートを上げてから乗り降

りする。 

 

ブレーキをかける 

フットプレートを上げる 

キャスターを乗せる 駆動輪から降りる 

ティッピングレバー 
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理
学
療
法
の
日
・
理
学
療
法
週
間 

日
本
理
学
療
法
士
協
会
で
は
、
協

会
が
設
立
し
た
七
月
十
七
日
を
「
理

学
療
法
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を

含
む
一
週
間
を
理
学
療
法
週
間
と
し

て
、
毎
年
各
都
道
府
県
で
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 理
学
療
法
週
間
事
業 

富
山
県
理
学
療
法
士
会
で
は
、
医

療
・
保
健
・
福
祉
等
、
様
々
な
分
野

で
活
動
す
る
理
学
療
法
士
の
役
割

を
、
地
域
の
方
々
に
十
分
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
理
学
療
法
並
び
に
理

学
療
法
士
の
社
会
的
認
識
を
高
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
の
医
療
・

保
健
・
福
祉
等
の
向
上
に
寄
与
し
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
理
学
療

法
週
間
事
業
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
七
月

二
十
二
日
（
日
）
の
十
時
よ
り
、
イ

オ
ン
高
岡
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

内
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
写
真
は
平
成
十
八
年
度
の
模
様 

イ
オ
ン
高
岡
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
） 

イ
ベ
ン
ト
内
容 

① 

リ
ハ
ビ
リ
相
談 

介
助
法
を
含
め
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

② 

進
路
相
談 

理
学
療
法
士
に
な
る
た
め
の
進
路

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

③ 

車
い
す
体
験 

実
際
に
車
い
す
に
乗
っ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
車
い
す
の
使
用
方
法
、
介

助
方
法
等
を
ご
指
導
致
し
ま
す
。 

④ 

歩
行
補
助
具
体
験 

杖
や
歩
行
器
な
ど
の
使
い
方
に
つ

い
て
、
実
際
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
ご
指
導
致
し
ま
す
。 

⑤ 

高
齢
者
疑
似
体
験 

体
験
用
具
を
着
用
す
る
こ
と
で
高

齢
者
の
身
体
能
力
に
つ
い
て
疑
似
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥ 

体
力
測
定 

簡
単
な
体
力
測
定
を
行
い
、
現
状
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
致
し
ま
す
。 

⑦ 

理
学
療
法
紹
介 

実
際
の
理
学
療
法
実
施
場
面
の
写

真
展
示
や
、
理
学
療
法
紹
介
の
ビ
デ
オ

上
映
を
致
し
ま
す
。 
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富 山 県 理 学 療 法 士 会 
社団法人  日本理学療法士協会 

〒936-0023 富山県滑川市柳原 149-9 

富山医療福祉専門学校 理学療法学科内 
TEL・FAX．076-476-1716 

URL:http://toyamapt.umin.ne.jp/ 
事務局アドレス:toyamapt-office@umin.ac.jp 

表紙の写真は、脳内出血で入院され、自宅

退院へ向け歩行練習に励んでおられる姿を

写したものです。理学療法士は就職二年目

の新人さんです。 

 




